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2010 年度大学院生の経済実態に関するアンケート調査 

 

全国の大学院生の皆様 

お忙しい中、本アンケート調査にご協力いただきありがとうございます。 

 

1．本アンケート調査の趣旨 

本調査は、全国大学院生協議会（全院協）が、全国各大学の加盟院生協議会・自治会の

協力の下に実施する、全国規模のアンケート調査です。本調査は、大学院生の経済実態を

客観的に把握し、もって大学院生の研究及び生活諸条件の向上に資する目的で行なわれる

ものです。 

全院協は 2004 年度以来毎年アンケート調査を行ない、調査結果を『報告書』としてま

とめ、広く社会に公表しています。その結果は、全院協のウェブ・サイトでご覧いただけ

ます。また、私たち全院協は、この調査結果をもとに、文部科学省、財務省、文教政策に

関係する国会議員および主要政党に対して、学費値下げや奨学金政策の拡充などの要請を

行ないました。こうした取り組みは、朝日新聞社および産経新聞などや在京テレビ局をは

じめとした各種マスメディアからも注目され、取材を受けております。 

日本における大学院生の経済実態の調査は、全院協以外では行われておりません。より

多くの方々に回答いただき、調査の精度を高めていくことが求められております。ご協力

いただきますよう、何卒よろしくお願い申し上げます。 

 

2．個人情報の保護 

本アンケート調査で得られた情報は、以上に述べた目的以外に使用されることはありま

せん。また、個人が特定される形で調査結果をまとめることはありません。回収された調

査票は、調査結果がまとめられた段階で完全に廃棄されます。 

 

3．調査票への記入の仕方 

・ 本調査票はこのページを含め、計 6 ページあります。 

・ 一部を除き、該当番号の選択式となっています。該当する番号を[]に記入してください。 

・ 質問項目の右脇に複数回答可と、特に注意がある場合を除き、1 つだけ該当番号を選ん

で回答してください。  

・ 質問項目の中には記述式回答欄および自由記述欄があります。 

 

 

2010 年 6 月 全国大学院生協議会 

〒186-0004 東京都国立市中 2-1 一橋大学内院生自治会室気付 

   電話・ＦＡＸ：042-577-5679 

  E-mail:zeninkyo-jimu-owner@yahoogroups.jp 

 URL:http://www.geocities.co.jp/CollegeLife-Café/8324 
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0．所属大学院 

ご所属の大学院を教えてください。 

所属大学院名                      

 

1．分類 

[1-1]性別 ･･････････････････････････[     ] 

①男性  ②女性  ③その他 

 

[1-2]年齢 ･･････････････････････････[     ] 

①20～24歳 ②25～29歳 ③30～34歳 

④35～39歳 ⑤40歳以上 

 

[1-3-1]婚姻の別 ･･･････････････････[     ] 

①結婚していない 

②結婚している（事実婚含む） 

 

[1-3-2]子どもはいますか。･･･････････[     ] 

①いる  ②いない 

 

[1-4]学年 ･･････････････････････････[     ] 

①M1 ②M2 ③OM ④D1 ⑤D2 

⑥D3 ⑦OD ⑧PD 

 

[1-5]所属大学・機関 ････････････････[     ] 

①国立大学法人 ②公立 ③私立 

④その他の機関など 

 

[1-6]学系 ･･････････････････････････[     ] 

①人文科学系 ②社会科学系 ③芸術系 

④自然科学系（含工学） ⑤医学系 

⑥その他（              ） 

 

[1-7]大学院のコース・・・・・･･･････････[     ] 

①専門職コース（ビジネススクール、法科大学院など）  

②研究者養成コース（社会人コース、修士修了後に

就職する場合も含む） 

 

[1-8]住居形態 ･･････････････････････[     ] 

①自宅ないし親戚宅  ②大学などの寮 

③その他の民間下宿等 ④住所不特定 

 

[1-9]留学生の方にお聞きします。あなたは国費

留学生ですか。それとも私費留学生ですか。 

・・・･･････････････････････････[     ] 

①国費留学生 ②私費留学生 

[1-10]大学院への進学理由について教えてくだ

さい。・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・･[     ] 

①研究職につくため 

②民間企業等へのスキルアップとして 

③教養として    

④資格取得のため 

⑤その他（              ） 

 

[1-11]【修士課程在籍の方のみご解答ください】

博士課程へ進学する上での懸念材料を教えてく

ださい（複数可）。・・・・・・・・・・･[          ] 

①経済上の不安    ②将来の就職状況 

③自分の研究の見通し ④特にない 

⑤進学しない   

⑥その他（                      ） 

 

２．収入・支出について 

[2-1]収入について 

[2-1-1]一ヶ月あたりの収入総額（奨学金を含む）

を教えてください。記述式回答 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・[       万円] 

 

[2-1-2]奨学金を除く一ヶ月あたりの収入総額を

教えてください。記述式回答 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・[       万円] 

 

[2-2]支出面について 

[2-2-１]一ヶ月あたりの家賃額を教えてください。

記述式回答 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・[       万円] 

 

[2-2-2]一ヶ月あたりの食費額を教えてください。

記述式回答 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・[       万円] 

 

[2-2-3]一ヶ月あたりの研究費を教えてください。

（研究費とは、自分の研究にかかわるすべての

支出をさします。）記述式回答 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・[       万円] 

 

３．奨学金について 

[3-1]現在日本学生支援機構の奨学金を受けて

いますか。   ・・・・・・・・・・･･・・・・・・・・[     ] 

①受けている[3-2-1へ] ②受けていない[3-3へ] 
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[3-2-1] 日本学生支援機構の奨学金を受けてい

る方にお聞きします。どの種類の奨学金をうけて

いますか。    ・・・・・・・・・・・・・・・・・・［     ］ 

①第 1種（無利子奨学金） 

②きぼう21プラン（第2種有利子奨学金）  

③第 1種と第２種の併用 

 

[3-2-2] 日本学生支援機構の奨学金を受けてい

る方にお聞きします。返還免除申請をしました

か？     ･････・・・・・・・・・・・・・・・・・[     ] 

①申請しなかった［3-2-3へ］  

②申請した［3-2-4へ］ 

 

[3-2-3] 申請しなかった方にお聞きします。なぜ

申請しなかったのですか。･････・・・・・・[     ] 

①返還免除申請があることを知らなかったから 

②採用されないと思ったから 

③申請期間を過ぎていたから 

④申請基準を満たしていなかったから 

⑤その他（               ） 

 

[3-2-4] 日本学生支援機構の奨学金を現在受給

されている方、もしくは過去に受給されていた方

にお聞きします。現在までの日本学生支援機構

奨学金の総貸与額（高校・学部時代含む）を教え

てください。・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・[     ] 

① 50万円未満 ②100万円未満 ③200万円未満 

④300万円未満 ⑤400万円未満 ⑥500万円未満 

⑦600万円未満 ⑧700万円未満 ⑨800万円未満 

⑩900万円未満 ⑪1000万円未満  

⑫1000万円以上 

 

 [3-3] 日本学生支援機構の奨学金を受けてい

ない方にお聞きします。日本学生支援機構の奨

学金を受けていない理由を教えてください。 

（複数回答可）     ・・・・・・［           ］ 

 

①他の奨学金を受けているため ［3-4へ］ 

②今の収入で十分やっていけるため 

③所得規定など申請資格に満たなかったから 

④返還免除規定がなくなったから 

⑤返済に不安があるから 

⑥学振に採用されたから 

⑦採用されなかった 

⑧その他（              ） 

[3-4] 日本学生支援機構以外の奨学金を受けて

いる方にお聞きします。現在受けているその他

の奨学金の種類について教えてください。 

（複数回答可）・・・・・・・・[               ] 

①民間の給付制  ②民間の貸与制  

③学内の給付制  ④学内の貸与制 

⑤国費留学生   ⑥学習支援金  

⑦その他（               ） 

 

[3-5]日本学生支援機構の個人信用情報機関利

用（いわゆる奨学金ブラックリスト化）について知

っていますか。   ･･････････････････[     ] 

①知っている［3-6へ］ ②知らない［4へ］  

 

[3-6]ブラックリスト化について知っていると答え

た方にお聞きします。具体的な影響はあります

か。（複数回答可） 

・・・･････････････････････[             ] 

①奨学金の貸与をあきらめた 

②進学をあきらめた 

③貸与額を下げた 

④将来への不安が増加した 

⑤民間の奨学金に変更した 

⑥影響はない 

⑦その他（               ） 

 

４．奨学金以外の収入源 

[4-1]奨学金以外で、生活費・研究費を何からま

かなっていますか。当てはまるものをお答えくだ

さい。（複数回答可）･･･・・・・[            ] 

①アルバイト     ②TA   

③RA        ④非常勤講師 

⑤預貯金の切り崩し ⑥パートナーからの援助 

⑦親などからの援助 

⑧その他（               ） 

 

[4-2]アルバイトをしている方にお聞きします。 

[4-2-1]1 ヶ月あたりのアルバイト収入を記入して

ください。記述式回答 

･･･････････[        万円] 

 

[4-2-2]1週間あたりのアルバイト就労時間を記入

してください。記述式回答 

・・・・･･････[        時間] 
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[4-2-3]就労の時間帯･････････････････[     ] 

①早朝 ②昼間 ③夕方以降 ④深夜  

⑤不特定 

 

[4-2-4]目的（複数可）････････[            ] 

①学費  ②生活費 ③家賃 ④研究費 

⑤仕送り ⑥社会経験 

 

[4-3]ＴＡをしている方にお聞きします。 

[4-3-1]収入（1ヶ月あたり）記述式回答 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・[       万円] 

 

[4-3-2]就労時間（1週間あたり）記述式回答 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・[       時間] 

 

[4-3-3]目的（複数可）･････････[           ] 

①学費  ②生活費  

③家賃  ④研究費 

⑤仕送り ⑥研究へのステップアップ 

 

[4-4] RＡをしている方にお聞きします 

[4-4-1]収入（1ヶ月あたり）記述式回答 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・[       万円] 

 

[4-4-2]就労時間（1週間あたり）記述式回答 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・[       時間] 

 

[4-4-3]目的（複数可）･････････[           ] 

①学費  ②生活費   

③家賃  ④研究費 

⑤仕送り ⑥研究へのステップアップ 

 

[4-5]非常勤講師をしているお方にお聞きします。 

[4-5-1]収入（1ヶ月あたり）記述式回答 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・[       万円] 

 

[4-5-2]就労時間（1週間あたり）記述式回答 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・[       時間] 

 

[4-5-3]目的（複数可）･････････････[        ] 

①学費  ②生活費 ③家賃  ④研究費 

⑤仕送り ⑥研究へのステップアップ 

 

 

 

[4-6]仕送りをもらっている方にお聞きします。親

などからの仕送りはいくらですか。（自宅生の場

合は親などからの援助額。月ぎめでない場合、

一ヶ月あたりの概算を答えてください）記述式回

答    ・・・・・・・・・・・・・・・・・・[       万円]  

 

[4-7]預貯金の切り崩しを生活費・研究費に当て

ている方にお聞きします。月額どの程度生活費・

研究費に当てていますか。記述式回答 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・[       万円] 

 

5．授業料について 

※「授業料」は設備費、施設費等、大学院に所属するた

めに支払う諸費用を含めた金額とお考えください。 

[5-1]年間の授業料についてお聞かせください。

（減免を受けている方は、減免後の授業料をお答

えください）記述式回答 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・[       万円] 

 

[5-2]授業料の減免を申請された方にお聞きしま

す。減免の割合についてお聞かせください。 

・・・・・・・・・・･･････････････････････････[     ] 

①全額免除 [6へ]       ②50％以上の減免 

③50％未満の減免 ④減免なし 

 

[5-3]授業料全額免除者以外の方にお聞きします。

今年度の授業料を主として
．．．．

どのように捻出してい

ますか。（一つだけ選択）・・・・･・・・・・･[      ] 

①親からの仕送り ②奨学金  

③アルバイト   ④預貯金の切り崩し  

⑤その他（               ） 

 

6．研究状況について 

[6-1]一週間あたりの研究時間について記入して

ください（授業時間を除く）。記述式回答 

  ・・・・・・・・・・・ ［         時間] 

 

[6-2]一週間あたり約何時間授業を受けています

か(授業時間とはコマ数ではなく、総授業時間数

のことです)。記述式回答 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・[       時間] 

 

 

 



 5 

[6-3]ゼミに定期的に参加していますか。 

・・・・・・･･････････････････････････････[     ] 

①はい  ②いいえ 

 

[6-4]私的な研究会に定期的に参加しています

か。・・・・・・・・・･･･････････････････････[     ] 

①はい  ②いいえ 

 

[6-5]学会に定期的に参加していますか。 

・・・・・・・・・・･･････････････････････････[     ] 

①はい[6-6へ]  ②いいえ[6-7へ] 

 

[6-6]一年あたりの学会への参加回数を教えてく

ださい。・・・・・・・・・・・・・・･･･････・・・・・・[     ] 

①2回未満 ②3回未満 ③4回未満  

④5回未満 ⑤6回未満 ⑥6回以上 

  

[6-7]収入の不足が研究に影響を与えています

か。・・・・・・・･･････････････････････････[     ] 

①はい[6-8へ] ②いいえ[6-9へ] 

 

[6-8]具体的に研究にどのような影響が出ていま

すか。（複数可）･･･････････[             ] 

①学費が払えない 

②アルバイトにより研究時間がない 

③研究の資料・書籍を購入できない 

④パソコン・インターネット環境を整備できない 

⑤交通費がないため学会・研究会にいけない 

⑥調査にいけない 

⑦その他（               ） 

 

[6-9]研究テーマや研究内容を設定する際、就職

や外部資金（学生支援機構以外の奨学金、科研

費、プロジェクト的な研究費補助など）の獲得を

考慮に入れていますか。･･･････････[      ] 

①考慮に入れている ②どちらともいえない 

③考慮に入れていない 

 

 

[6-10]学生支援機構以外の奨学金、科研費、プ

ロジェクト的な研究費補助をどの程度得ています

か。（一年間あたり）・・・・・･････････････[     ] 

① 3万円未満  ② 7万円未満 ③11万円未満 

④11万円以上 ⑤得ていない 

 

[6-11]近年の大学改革で、研究条件が悪くなった

と思いますか。・・・・・・・・・･････････････[     ] 

①思う[6-12へ] ②思わない[6-13へ] 

③わからない  

 

[6-12]具体的にどのように悪化しましたか。（複

数可）・・・・･･･････・・・・[               ] 

①人間関係が悪化した  

②学内で利用できる資料・書籍が減少した 

③学内施設利用に制限がかかるようになった 

④研究室条件が悪化した 

⑤指導教官からの雑務依頼（ＴＡを含む）が増

大した 

⑥事務手続きが煩雑になった 

⑦その他（              ） 

 

[6-13]大学に院生室あるいは大学院生専用の研

究室はありますか。・・・・・・・・・・・・・・・・[     ] 

①はい[6-14へ] ②いいえ[6-16へ] 

 

[6-14]院生室内の本棚のうち、あなたが使用して

いる、または使用可能な本棚はいくつです

か。・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・[      ] 

①なし  ②1本未満  ③2本以下 ④3本以上 

⑤その他（               ） 

 

[6-15]院生室内の机のうち、大学院生一人当たり

の割り当てを教えてください。・・・・・・[      ] 

①なし   

②１人で１台を使用   

③ 2人で 1台を共有 

④ 3人以上で机を共有（フリーアドレス・ 

オープンスペースなど含む） 

 

[6-16]大学に、あなたが使用可能なロッカーはい

くつありますか。・・・・・・・・・・・・・・・・・[      ] 

①なし  ②１つ  ③ 2つ以上 
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７．大学院での研究上の困難について 

[7-1]大学院での研究・生活上および将来の懸念

（不安）材料を教えてください。（複数可） 

・・・・・・・・・・･･･････[                 ] 

①経済上の不安    ②学費の工面 

③自分の研究の見通し ④研究条件の悪化 

⑤奨学金の返済      ⑥将来の就職状況 

⑦ハラスメント    ⑧特になし 

⑨その他（               ） 

 

8．就職支援について 

[8-1]現在所属している大学院においてあなたが

受けることが可能な就職支援活動は行なわれて

いますか？・・･････・・・・･･････････・・・・[     ] 

①民間への就職支援は行なわれている  

②研究職の就職支援は行われている 

③両方行われている ④行なわれていない  

⑤わからない 

 

9．育児支援について 

[9-1]現在所属している大学院において育児支援

活動は行なわれていますか？・・・・・・・[     ] 

①行なわれている  ②行なわれていない 

③わからない 

 

10．日本学術振興会の特別研究員制度について 

[10-1]これまでに日本学術振興会の募集する特

別研究員制度に応募したことはあります

か。               ・・・・・・・・・[     ] 

①応募したことがある   

②応募したことがない［10-2へ］ 

 

［10-2]応募したことがない方にお聞きします。応

募をしなかった理由を教えてください。 

（複数回答可）・・・・・[                ] 

①そのような制度があることを知らなかったから 

②採用基準に曖昧さがあるから 

③自分の研究が基準に達していないから 

④書類作成が煩雑で時間がとられるから 

⑤書類作成支援がないから 

⑥今の収入で十分だから 

⑦その他（              ） 

 

 

 

最後に、現在、あなたが直面している研究・生活

上の問題や、院生の経済状況についてのあなた

のご意見を、ご自由に書いてください。直面して

いる問題がありましたら、できるだけ具体的に書

いてください。なお、本アンケートに関しても、ご

意見がありましたら書いてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以上で本アンケート調査は終わりです。 

ご協力ありがとうございました。 


